
確認事務等の民間委託に関する説明会確認事務等の民間委託に関する説明会確認事務等の民間委託に関する説明会確認事務等の民間委託に関する説明会

平成１７年２月２８日

警察庁交通局交通指導課



1

平成１７年２月２８日　警察庁交通局交通指導課平成１７年２月２８日　警察庁交通局交通指導課平成１７年２月２８日　警察庁交通局交通指導課平成１７年２月２８日　警察庁交通局交通指導課

確認事務等の民間委託に関する説明会確認事務等の民間委託に関する説明会確認事務等の民間委託に関する説明会確認事務等の民間委託に関する説明会

（１）

　目　　次　

　　　１　違法駐車の現状

　　　　　　　　　

　　　２　新制度の概要

　　　　・　使用者責任の拡充

　　　　・　確認事務等の民間委託

　　　　　　

　　　３　民間委託の運用のイメージ

（２）

１　違法駐車の現状

（３）

違法
駐車

交通事故
平成１６年中

駐車車両衝突人身事故２，４５９件

駐車車両起因人身事故６，５９１件

違法駐車のもたらす弊害

（４）

○　救急車・消防車等

　緊急車両の通行妨害

○　ゴミ収集作業・　

　除雪作業の妨害等
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駐車違反取締り件数の推移
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（５）

刑法犯の認知件数の推移
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東京２３区内及び大阪市における
瞬間違法路上駐車台数の推移
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全国及び東京都の駐車場整備状況の推移
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（１０）

刑 法 犯 関 係 及 び 駐 車 関 係
全 国 の １ １ ０ 番 件 数 の 推 移

２　新制度の概要
　　　　

　　　

（１１）

民間の駐車監視員の活動（スイス）

現行制度の問題点等

道路交通法の改正へ

違反行為者の特定が困難、呼出しや検挙に多大なコスト（時間・労力）

いわゆる逃げ得も発生

治安情勢悪化の中、違法駐車取締りに投入できる警察力の不足

総　合　規　制　改　革　会　議　答　申

（１２）

放置駐車違反は現場に違反者がいない

　大　量　の　違　法　駐　車　

規　制　改　革　の　流　れ
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新制度の要点

放置駐車に係る使用者責任の拡充

①　運転者責任の追及ができない場合に車両の使用者に放置違反金の納付を命令

②　放置違反金を滞納しているものには車検拒否

③　常習違反には車両の使用制限

放置駐車違反取締り関係事務の民間委託

①　放置違法駐車車両（放置車両）の確認と確認標章の取付けに関する事務（確認
　事務）を公安委員会の登録を受けた法人に委託可能

②　現場において放置車両の確認等に従事する者については資格制度（駐車監視員）

③　その他の関係事務も民間法人に委託可能

（１３）

（法第５１条の４～第５１条の７）

（法第５１条の８～第５１条の１５）

　　　○　違反事実の確認
　　○　確認標章の取付け

運転者出頭

　　　　　　

運転者責任の追及

　　常習者

　違反車両の使用制限

放置違反金を滞納した場合
　　・　滞納処分
　　・　車検拒否

　　○　反則金納付
　　○　公訴提起
　　○　家裁付審判

運転者未出頭

使用者責任の追及

弁明

納付命令

○　放置違反金納付

　　常習者

　運転免許の停止等

新制度における放置駐車違反の責任追及

（１４）

Ａ　法　人 Ｃ法人

登
録

登
録

放置車両の確認作業 資格制度の導入

Ｂ　警察署長

役員・監視員等の秘密保持義務
みなし公務員規定

各都道府県公安委員会

Ｂ法人

登
録

確　認　事　務　の　委　託

入札等により委託

放 置 駐 車 違 反 取 締 り 関 係 事 務 の 民 間 委 託

Ａ　警察署長

（１５）

放置違反金関係事務の委託

書類作成・送付、データ入力等 役職員・事務職員の秘密保持義務

（１６）

公安委員会 法　　　人
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３　民間委託の運用のイメージ

（１７）

業　者　説　明　会

法　　人　　登　　録

駐車監視員資格者講習
修了考査　・　認定考査

駐車監視員資格者証の交付　　　　

確認事務を行おうとする法人

受講　・　受検　　　　

結　果　通　知

登　　録　　法　　人

参　加

申　請

入　　札　　公　　告
入　札　説　明　会　等

従業員等

確認事務の委託までの流れ①（登録・入札関係）

入　　　　　　札

参　加

応　札

（１８）

確認事務の委託までの流れ②（契約・準備関係）

資格者講習の実施

契　　　　　　　約

委　託　の　公　示

　

運　　　　　　　用　　　　　　　開　　　　　　　始

登　　　録　　　法　　　人

放　置　車　両　確　認　機　関

契約締結

届　出　等

承認・指導、監督等

監　督

巡回計画書の策定

駐車監視員の選任

制服等資機材調達

教育訓練の実施

巡　　　回
（１９）

確認事務の仕様（例）

契約期間 単年度又は複数年度

実施場所

予定数量

一の警察署の管轄区域又は複数の警察署の管轄区域

・　委託事務量は、確認標章取付け件数ではなく、原則として、ユニットとい
　う駐車監視員の活動単位による活動時間の総量に従い定められる。
　　例えば、年間365日活動し、平日は平均４ユニット活動するが、週末は
　５ないし６ユニットに増強して活動するという場合には、
「1,550ユニット・日（８時間）、通常１日４ユニット、ただし１日最大６ユニット」
　などと示す。

・　具体的活動日程等は巡回計画書を事前に作成して決定。
　
※　駐車監視員は、２名以上一組のユニット単位で地域を巡回。

（２０）
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費用負担

後　　　述

委託費の計算

事務内容

　委託費は、いわゆる出来高制ではなく、履行した巡回活動量に応じ算出。

　放置車両の確認等に当たって必要となる専用の携帯端末、所定の帽子・
腕章は警察より貸与。駐車監視員の制服その他必要となる備品等は受託法
人において用意
　※　駐車監視員の制服については、色、型、縫製法等を記載した仕様を
　　　提示。

（２１）

統括責任者　～　受託法人を代表し、警察との連絡を行い、業務を統括管
　　　　　　　　　　理する者
駐車監視員　～　駐車監視員資格者証を有する者で、警察署長が示すマ　
　　　　　　　　　　ニュアルについて一定時間以上の研修を受けたもの。
　　　　　　　　　　　２名以上一組で活動。
　　　　　※　このほか、健康状態、年齢上限等の条件が付されることもある。

必要人員 制　服　と　記　章

（２２）

確認事務の流れ（例）

○　受託法人は、受託決定後、従業員等に駐車監視員資格者講習を受講させ、
　又は資格者証保有者を採用するなどし、当該委託事務に必要かつ十分な資格
　者証保有者を確保する。

○　受託法人は、当該事務を統括する統括責任者及び巡回活動に従事する駐車
　監視員を選任し、届け出る。

○　受託法人は、制服等必要な備品を用意し、警察署長から示される「マニュ
　アル」について、従事予定の駐車監視員に教育訓練を行う。

　※　「マニュアル」・・・放置車両の確認及び確認標章の取付けに当たって
　　の判断基準、具体的活動要領等を定めたもの。

（２３）

○　駐車監視員は、巡回計画書に従い、制服、所定の帽子・腕章を着用の上、
　２名以上１組で地域を巡回する。

○　受託法人は、警察署長が策定する取締り活動ガイドラインを参照し、巡回計
　画書を作成し、同警察署長の了承を得る。
　※　「取締り活動ガイドライン」・・・当該警察署における重点取締り区域、
　　時間帯、違反態様等を記載したもの。警察署長が策定し、公表される予定。

○　駐車監視員は、貸与される専用の携帯端末を用い、マニュアルの定める基準
　・手法に従い、放置車両の発見・確認、写真撮影・データ登録及び確認標章の
　取付けを行う。

○　巡回を終了した駐車監視員は、警察署において確認データを報告（データ転
　送）する。

○　受託法人は、活動結果報告書を作成し、警察に提出する。
（２４）
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放置車両の確認と確認標章の取付け
①　放置車両の確認

③　確認標章の作成・取付け ④　放置車両の撮影（２回目）

⑤　警察署の端末にデータの登録

②　放置車両の撮影、違反データの入力

携帯端末

データ登録

（２５）

公安委員会の登録

登　　録

欠格事由　～　次のいずれかに該当する法人は登録を受けることができない

登録基準　～　次の要件のすべてを満たす法人は登録を受けることができる

・　所要の機械器具等を用いて確認事務を行うものであること
・　駐車監視員が放置車両の確認等を行うものであること
　　（登録申請時に最低２名の駐車監視員資格者証保有者を確保しておく必要）
・　当該都道府県内に事務所を有するものであること（第５１条の８第４項）

・　過去２年以内に登録の取消しを受けた法人
・　役員のうちに次のような者がある法人
　成年被後見人等、一定の刑に処せられその執行を終えてから２年を経過しない者等、
　暴力団関係者、アルコール・薬物中毒者など（第５１条の８第３項）

・　確認事務の委託対象は、都道府県公安委員会の登録を受けた法人に限定されている
・　登録は受託しようとする各都道府県ごとに受ける必要がある
・　登録の有効期間は３年

（２６）

（法第５１条の８）

登録を受けようとする法人は、登録申請書に所要の添付書類を添えて公安委員会に申請

　・　定款、登記簿の謄本等
　・　役員名簿
　・　各役員について、
　　　　戸籍謄本（又は抄本）
　　　　成年被後見人等とする記録がない旨の登記事項証明書
　　　　アルコール中毒等ではない旨の診断書　　等
　・　法人が欠格要件に該当しないことに関する誓約書
　・　登録基準に適合することに関する説明書
　　　　所要の機械器具等を整備することに関する誓約書
　　　　２名以上の駐車監視員資格者証の写し
　　　　当該都道府県内の事務所に係る不動産登記簿謄本、賃貸借契約書　　

登録手数料

　なお、・・・登録を受けたからといって、必ず受託できるとは限らない。
　　　　　　　別途入札参加資格が定められた場合には、これを満たす必要がある場合がある。

２３，０００円（標準額）

（２７）

駐車監視員資格者証

駐車監視員資格者証

取得の方法

　・　駐車監視員として、街頭における放置車両の確認作業に従事できるのは、駐車
　　監視員資格者証を有する者に限定されている。　
　・　登録とは異なり、駐車監視員資格者証は、全国で有効。有効期限もない。

講　習　の　受　講 認　　定　　申　　請

修了考査に合格 認定考査に合格

交　　　付　　　申　　　請

駐車監視員資格者証の交付
（２８）
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駐車監視員資格者講習

１４時間の講義～２日間

１時間の修了考査

受講申込方法

・　講習実施日の１月以上前に講習の日時・場所等を公示
・　受講希望者は、受講申込書を提出して申込み

・　正誤式の試験（運転免許筆記試験のようなもの）、講義の約１週間後に実施
・　修了考査に合格すると、講習修了証明書を交付
（認定考査も、修了考査と基本的に同一）

・　駐車問題、駐車対策や交通警察の概要
・　違法駐車取締りや民間委託の仕組み
・　道路や車両に関する基礎知識・・車両の種類と見分け方など
・　駐車に関する交通規制・・違法駐車とは何か、どのような場合に違法駐車となるのかなど
・　放置車両の確認等の実施要領・・どのような場合にどのような方法で確認するのかなど

駐車監視員資格者講習は、放置車両の確認と標章の取付けを正確に行う上で必要な知識等について実施。

（２９）

駐車監視員資格者証の交付

欠格事由　～　次のいずれかに該当する者は駐車監視員資格者証の交付を受けることができない

交付要件　～　次のいずれかに該当する者でなければ駐車監視員資格者証の交付を受けることができない

・　駐車監視員資格者講習を受講し、修了考査（試験）に合格した者
・　警察官等として一定の経歴を有する者で、認定考査（試験）に合格したもの

・　１８歳未満の者
・　成年被後見人等、一定の刑に処せられその執行を終えてから２年を経過しない者
　等、暴力団関係者、アルコール・薬物中毒者など
・　過去に２年以内に駐車監視員資格者証の返納命令を受けたことがある者

駐車監視員資格者証の交付を受けようとする者は、交付申請書に所要の添付書類を添えて公安委員会に申請

・　修了証明書又は認定書
・　戸籍謄本（又は抄本）、成年被後見人等とする記録がない旨の登記事項証明書、
　アルコール中毒等ではない旨の診断書等
・　欠格要件に該当しないことに関する誓約書
・　写真

（３０）

（法第５１条の１３）

各手数料（標準額）

　
　駐車監視員資格者講習手数料・・・１９，０００円
　
　認定手数料・・・・・・・・・・・　４，５００円
　
　駐車監視員資格者証交付手数料・・　９，９００円

第○○○○○○○○○号

　　　　　　　駐車監視員資格者証　　　　　　　　　　写　　真

氏　　　名　駐　　車　　太　　郎　

生年月日　昭和○○年○○月○○日

　上記の者は、道路交通法第51条の12第

　３項の駐車監視員としての資格を有する

　者であることを証明する。

　　　　　　平成○○年○○月○○日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　○○県公安委員会
○ ○ 県
公 安 委 員
会 之 印

押し出し
スタンプ

注　意　事　項

　　１　駐車監視員として放置車両の確認等を行うときは、この駐車

　　　監視員資格者証を携帯し、警察官等から提示を求められたとき

　　　は、これを提示しなければならない。

　　２　この駐車監視員資格者証の記載事項に変更があったときは、

　　　この資格者証の交付を受けた公安委員会に提出して、その書換

　　　えを受けること。

　　３　この駐車監視員資格者証を失ったときは、この資格者証の

　　　交付を受けた公安委員会に申請して再交付を受けることが

　　　できる。

（表） （裏）
駐車監視員資格者証

（３１）

受託法人の選定

受託法人の選定方法　～　入札が原則

入札参加資格

　指名停止を受けていない、会社更正手続が開始されていない、税金を滞納してい
ない、一定の資産を有するなど

入札の方式

・　総合評価方式（応札価格のみならず、公平中立性、研修体制・情報管理体制の
　充実度、組織・財政基盤、過去の実績、予定される体制や予定している研修の充
　実度など価格以外の要素を一定の基準・配点により総合的に評価し、最も適切と
　思われる法人を選定）

・　最低価格落札方式（最低制限価格と予定価格の間の範囲内で最も応札価格が低
　い法人を落札者とする）

（３２）
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○　入札等を経て、警察から確認事務の委託を受けた法人は、「放置車両確認
　機関」となる。

○　放置車両確認機関は、公正に確認事務を行わなければならない。

○　放置車両確認機関は、駐車監視員資格者証の交付を受けている者のうちか
　ら選任した駐車監視員以外の者に現場における放置車両の確認等を行わせて
　はならない。

○　放置車両確認機関は、駐車監視員に記章・制服を着用させなければならない。

○　放置車両確認機関の役職員（過去に放置車両確認機関の役職員であった者
　を含む。）は、確認事務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない（違反
　した場合、１年以下の懲役又は３０万円以下の罰金）

○　確認事務に従事する放置車両確認機関の役職員（駐車監視員等）は、みなし
　公務員
　→　確認事務に関して賄賂を受け取った場合には収賄罪として処罰（５年以
　　下の懲役）、確認事務実施中に暴行等を受けた場合には相手方に公務執行妨
　　害罪が成立

放置車両確認機関

（３３）

（法第５１条の１２）

○　事務日報や月間報告書等に基づき、適切に巡回等を行っているかチェック

○　必要に応じ巡回現場に赴き事務の遂行ぶりをチェック

○　上記の日常的な監督等を通じて、放置車両確認機関の仕事ぶりを評価し、
　以下の措置をとる場合があり得る。

　・　優秀な事務遂行を行った放置車両確認機関については、次回入札等にお
　　いて優遇措置
　
　・　事務遂行が不良であった放置車両確認機関については、次回入札の参加
　　停止等の不利益措置

放置車両確認機関の監督

（３４）

放置違反金関係事務の委託

○　放置違反金関係事務とは
　　年間数百万件に上ると推測される確認標章の取付けから始まる弁明の機会
　の付与、納付命令等の手続には、年間数百万件に上る書類作成・郵送、デー
　タ入力・整理等の事務が発生

○　放置違反金関係事務の委託先も入札を原則として選定

○　これら各種書類の作成・封緘・送付、各種データの入力・整理等の事務を
　法人に委託

○　放置違反金関係事務の委託に関しては、登録制度、資格者証制度はない。

○　放置違反金関係事務を受託した法人の役職員（過去に役職員であった者を
　含む。）は、受託した事務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない（違
　反した場合、１年以下の懲役又は３０万円以下の罰金）

（３５）

（法第５１条の１５）

警察庁交通局交通指導課
（３６）
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【
駐
車
対
策
（
委
託
）
関
係
資
料
】

（

）

道
路
交
通
法

昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
五
日
法
律
第
百
五
号

（

）

抄

（
放
置
違
反
金
）

第
五
十
一
条
の
四

警
察
署
長
は
、
警
察
官
等
に
、
違
法
駐
車
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
お
け
る
車
両
（
軽
車
両
に
あ
つ
て
は
、
牽
引
さ
れ
る
た
め

の
構
造
及
び
装
置
を
有
し
、
か
つ
、
車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法

第
四
十
条
第
三
号
の
車
両
総
重
量
を
い
う

）
が
七
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

。

を
超
え
る
も
の
（
以
下
「
重
被
牽
引
車
」
と
い
う

）
に
限
る
。
以
下
こ

。

の
条
に
お
い
て
同
じ

）
で
あ
つ
て
、
そ
の
運
転
者
が
こ
れ
を
離
れ
て
直

。

ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
も
の
（
以
下
「
放
置
車

」

。

）

、

、

両

と
い
う

の
確
認
を
さ
せ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

当
該
確
認
を
し
た
旨
及
び
当
該
車
両
に
係
る
違
法
駐
車
行
為
を
し
た
者

に
つ
い
て
第
四
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
き
は

同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
車
両
の
使
用
者
が
放
置
違
反
金
の
納
付

を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
告
知
す
る
標
章
を
当
該
車
両
の
見
や

す
い
箇
所
に
取
り
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

何
人
も
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
に
取
り
付
け
ら
れ
た
標
章
を
破

損
し
、
若
し
く
は
汚
損
し
、
又
は
こ
れ
を
取
り
除
い
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
車
両
の
使
用
者
、
運
転
者
そ
の
他
当
該
車
両
の
管
理
に

つ
い
て
責
任
が
あ
る
者
が
取
り
除
く
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

警
察
署
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
に
標
章
を
取
り
付
け
さ

せ
た
と
き
は
、
当
該
車
両
の
駐
車
に
関
す
る
状
況
を
公
安
委
員
会
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
当
該
報
告
に

係
る
車
両
を
放
置
車
両
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
車
両
の
使
用
者
に
対

し
、
放
置
違
反
金
の
納
付
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
当
該
車
両
に
標
章
が
取
り
付
け
ら
れ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
、
当
該
車
両
に
係
る
違
法
駐
車
行
為
を
し

た
者
が
当
該
違
法
駐
車
行
為
に
つ
い
て
第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
反
則
金
の
納
付
を
し
た
場
合
又
は
当
該
違
法
駐
車
行
為
に
係
る

事
件
に
つ
い
て
公
訴
を
提
起
さ
れ
、
若
し
く
は
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に

付
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（

「

」

。

）

、

５

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
命
令

以
下

納
付
命
令

と
い
う

は

放
置
違
反
金
の
額
並
び
に
納
付
の
期
限
及
び
場
所
を
記
載
し
た
文
書
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

６

公
安
委
員
会
は
、
納
付
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
車
両

の
使
用
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
で
通
知

し
、
相
当
の
期
間
を
指
定
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
弁
明
を
記
載
し

た
書
面
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
弁
明
書
」
と
い
う

）

。

及
び
有
利
な
証
拠
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
納
付
命
令
の
原
因
と
な
る
事
実

二

弁
明
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

７

公
安
委
員
会
は
、
納
付
命
令
を
受
け
る
べ
き
者
の
所
在
が
判
明
し
な

い
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
同
項

第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
公
安
委
員
会
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
書
面
を
い
つ
で
も
そ
の
者
に
交
付
す
る
旨
を
当
該
公
安

委
員
会
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た

と
き
に
、
当
該
通
知
が
そ
の
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

８

放
置
違
反
金
の
額
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
政
令
で
定
め
る
。

９

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
弁
明
書
の
提
出
期
限

ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
置
違
反
金
に
相
当
す
る

金
額
を
仮
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、

、

納
付
命
令
は

前
項
の
規
定
に
よ
る
仮
納
付
を
し
た
者
に
つ
い
て
は

10
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
示
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
項
の
規
定
に
よ
る
仮
納
付
を
し
た
者
に
つ
い
て
同
項
の
通
知
に

11
係
る
納
付
命
令
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
放
置
違
反
金
に
相
当
す
る
金

額
の
仮
納
付
は
、
当
該
納
付
命
令
に
よ
る
放
置
違
反
金
の
納
付
と
み
な

す
。公

安
委
員
会
は
、
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
仮
納
付
を
し
た
者
に
つ
い

12
て
同
項
の
通
知
に
係
る
納
付
命
令
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
そ
の
者
に
対
し
、
理
由
を
明
示
し
て
そ
の
旨
を
書
面
で
通
知

し
、
当
該
仮
納
付
に
係
る
金
額
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
安
委
員
会
は
、
納
付
命
令
を
受
け
た
者
が
納
付
の
期
限
を
経
過
し

13
て
も
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
督
促
状
に
よ
つ
て
納
付
す

べ
き
期
限
を
指
定
し
て
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
公
安
委
員
会
は
、
放
置
違
反
金
に
つ
き
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
割
合
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
範
囲
内
の
延
滞
金
及
び
督
促
に
要
し

た
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
者
が
そ
の
指
定
期
限
ま
で
に
放

14
置
違
反
金
並
び
に
同
項
後
段
の
延
滞
金
及
び
手
数
料
（
以
下
こ
の
条
及

び
第
五
十
一
条
の
七
に
お
い
て
「
放
置
違
反
金
等
」
と
い
う

）
を
納
付

。

、

、

、

し
な
い
と
き
は

公
安
委
員
会
は

地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り

放
置
違
反
金
等
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
放

置
違
反
金
等
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の

と
す
る
。

納
付
さ
れ
、
又
は
徴
収
さ
れ
た
放
置
違
反
金
等
は
、
当
該
公
安
委
員

15
会
が
置
か
れ
て
い
る
都
道
府
県
の
収
入
と
す
る
。

公
安
委
員
会
は
、
納
付
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
納
付
命

16
令
の
原
因
と
な
つ
た
車
両
に
係
る
違
法
駐
車
行
為
を
し
た
者
が
当
該
違

法
駐
車
行
為
に
つ
い
て
第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
反
則
金

の
納
付
を
し
た
と
き
、
又
は
当
該
違
法
駐
車
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い

て
公
訴
を
提
起
さ
れ
、
若
し
く
は
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
さ
れ
た
と

き
は
、
当
該
納
付
命
令
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
命
令
を
取
り
消
し
た
と

17
き
は
、
速
や
か
に
、
理
由
を
明
示
し
て
そ
の
旨
を
当
該
納
付
命
令
を
受

け
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
既
に

当
該
納
付
命
令
に
係
る
放
置
違
反
金
等
が
納
付
さ
れ
、
又
は
徴
収
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
は
、
当
該
放
置
違
反
金
等
に
相
当
す
る

金
額
を
還
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

放
置
違
反
金
等
の
徴
収
又
は
還
付
に
関
す
る
書
類
の
送
達
及
び
公
示

18
送
達
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
九
号
）

（
報
告
徴
収
等
）

第
五
十
一
条
の
五

公
安
委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
の
施
行
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
標
章
を
取
り

付
け
ら
れ
た
車
両
の
使
用
者
、
所
有
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
当

該
車
両
の
使
用
に
関
し
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

公
安
委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
の
施
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
官
庁
、
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
に
照
会
し
、
又
は
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
、
第

百
二
十
三
条
）

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
等
）

第
五
十
一
条
の
六

公
安
委
員
会
は
、
納
付
命
令
を
し
た
と
き
、
第
五
十

一
条
の
四
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
し
た
と
き
、
又
は
同
条
第

十
六
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
命
令
を
取
り
消
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
納

付
命
令
の
原
因
と
な
つ
た
車
両
の
使
用
者
に
つ
い
て
内
閣
府
令
で
定
め

、

、

、

る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は

そ
の
旨

当
該
使
用
者
の
氏
名
及
び
住
所

当
該
車
両
の
番
号
標
の
番
号
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
国
家

公
安
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

、

、

国
家
公
安
委
員
会
は

放
置
車
両
に
関
す
る
措
置
の
適
正
を
図
る
た
め

当
該
報
告
に
係
る
事
項
を
各
公
安
委
員
会
に
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。
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２

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
、
督
促
を
し
た
旨

の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
報
告
に
係
る
事
項
（
内
閣
府
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る

）
を
国
土
交
通
大
臣
等
（
国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は

。

そ
の
権
限
の
委
任
を
受
け
た
地
方
運
輸
局
長
、
運
輸
監
理
部
長
若
し
く

は
運
輸
支
局
長
又
は
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
道
路
運
送
車
両
法
第
五
章

の
二
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
軽
自
動
車
検
査
協
会
を
い
う

）
を
い

。

う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ

）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
督
促
に

。

係
る
納
付
命
令
を
取
り
消
し
た
旨
の
報
告
を
受
け
た
と
き
も
、
同
様
と

す
る
。

（
放
置
違
反
金
等
の
納
付
等
を
証
す
る
書
面
の
提
示
）

第
五
十
一
条
の
七

自
動
車
検
査
証
の
返
付
（
道
路
運
送
車
両
法
第
六
十

二
条
第
二
項
（
同
法
第
六
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む

）
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
検
査
証
の
返
付
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

。

に
お
い
て
同
じ

）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
自
動
車
（
同
法
第

。

五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い
う

）
が
最
後
に
同
法
第
六

。

十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
検

査
証
の
交
付
又
は
自
動
車
検
査
証
の
返
付
を
受
け
た
後
に
第
五
十
一
条

の
四
第
十
三
項

の
規
定
に
よ
る
督
促
（
当
該
自
動
車
が
原
因
と
な
つ
た

納
付
命
令
（
同
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
も
の
を
除

く

）
に
係
る
も
の
に
限
る

）
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
国
土

。

。

交
通
大
臣
等
に
対
し
て
、
当
該
督
促
に
係
る
放
置
違
反
金
等
を
納
付
し

た
こ
と
又
は
こ
れ
を
徴
収
さ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
書
面
を
提
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
者
（
前
条
第
二
項
前
段
の
通
知
に

係
る
者
に
限
る

）
に
よ
る
当
該
書
面
の
提
示
が
な
い
と
き
は
、
自
動
車

。

検
査
証
の
返
付
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
確
認
事
務
の
委
託
）

第
五
十
一
条
の
八

警
察
署
長
は
、
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
放
置
車
両
の
確
認
及
び
標
章
の
取
付
け
（
以
下
「
放
置
車
両
の
確
認

等
」
と
い
う

）
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
確
認
事
務
」
と
い
う

）
の

。

。

全
部
又
は
一
部
を
、
公
安
委
員
会
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
五
十
一
条
の
十
一
ま
で
に
お
い

て
「
登
録
」
と
い
う

）
は
、
委
託
を
受
け
て
確
認
事
務
を
行
お
う
と
す

。

る
法
人
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

一

第
五
十
一
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取

消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
法
人

二

役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有

、

、

す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず

法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員

取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力

を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む

）
の
う
ち
に
次
の
い
ず
れ

。

か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
法
人

イ

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得

な
い
も
の

ロ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
第
百
十
九
条
の
三
第
一
項

第
三
号
の
罪
を
犯
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

を
経
過
し
な
い
者

ハ

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に

当
た
る
違
法
な
行
為
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る

者
ニ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
平

成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六

の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け

た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

ホ

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
せ
い
剤
の
中
毒

者
ヘ

心
身
の
障
害
に
よ
り
確
認
事
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

４

公
安
委
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
法
人
が

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

車
両
、
携
帯
電
話
用
装
置
そ
の
他
の
携
帯
用
の
無
線
通
話
装
置
、

地
図
、
写
真
機
及
び
電
子
計
算
機
を
用
い
て
確
認
事
務
を
行
う
も
の

で
あ
る
こ
と
。

二

第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
の
駐
車
監
視
員
が
放
置
車
両
の
確
認

等
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
公
安
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
る
都
道
府
県
の
区
域
内
に
事
務

所
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

、

、

、

５

登
録
は

登
録
簿
に
登
録
を
受
け
る
法
人
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
登
録
の
年
月
日
及
び
登
録
番
号
を
記
載
し

て
す
る
も
の
と
す
る
。

６

登
録
は
、
三
年
を
下
ら
な
い
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ
の
更
新

、

、

。

を
受
け
な
け
れ
ば

そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ
て

そ
の
効
力
を
失
う

７

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
適
合
命
令
）

第
五
十
一
条
の
九

公
安
委
員
会
は
、
登
録
を
受
け
た
法
人
が
前
条
第
四

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

法
人
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
取
消
し
）

第
五
十
一
条
の
十

公
安
委
員
会
は
、
登
録
を
受
け
た
法
人
が
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
。

一

第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二

前
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報

告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く

は
忌
避
し
た
と
き
。

四

第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
違
反
し

た
と
き
。

五

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

（
報
告
及
び
検
査
）

第
五
十
一
条
の
十
一

公
安
委
員
会
は
、
第
五
十
一
条
の
八
か
ら
前
条
ま

で
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
を
受
け
た
法
人
に

対
し
、
そ
の
業
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
又
は
警
察

職
員
に
、
登
録
を
受
け
た
法
人
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況

、

。

若
し
く
は
帳
簿

書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
警
察
職
員
は
、
そ
の
身
分
を

示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に

認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
放
置
車
両
確
認
機
関
）

第
五
十
一
条
の
十
二

警
察
署
長
は
、
第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
確
認
事
務
を
委
託
し
た
と
き
は
、
そ
の
受
託
者
（
以
下
「
放
置

車
両
確
認
機
関
」
と
い
う

）
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ

。
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の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

放
置
車
両
確
認
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
五
十
一
条
の
八
第
四

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
確
認

事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

放
置
車
両
確
認
機
関
は
、
次
条
第
一
項
の
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任
し
た
駐
車
監
視
員
以
外
の
者

に
放
置
車
両
の
確
認
等
を
行
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

４

放
置
車
両
確
認
機
関
は
、
駐
車
監
視
員
に
制
服
を
着
用
さ
せ
、
又
は

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
そ
の
者
が
駐
車
監
視
員
で
あ
る
こ
と
を
表
示
さ

せ
、
か
つ
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
そ
の
制
式
を
定
め
る
記
章
を
着

用
さ
せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
者
に
放
置
車
両
の
確
認
等
を
行
わ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

５

駐
車
監
視
員
は
、
放
置
車
両
の
確
認
等
を
行
う
と
き
は
、
次
条
第
一

項
の
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
を

携
帯
し
、
警
察
官
等
か
ら
提
示
を
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（

。

６

放
置
車
両
確
認
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員

駐
車
監
視
員
を
含
む

次
項
に
お
い
て
同
じ

）
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
確
認
事
務

。

に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

７

確
認
事
務
に
従
事
す
る
放
置
車
両
確
認
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、

刑
法

そ
の
他
の
罰
則
の
適
用
に
関
し
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事

す
る
職
員
と
み
な
す
。

８

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
事
務
を
委
託
し
た
場

合
に
お
け
る
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
警
察
官
等
」
と
あ
る
の
は

「
警
察
官
等
又
は
第
五

十
一
条

、

の
十
二
第
一
項
の
放
置
車
両
確
認
機
関
」
と
す
る
。

（
罰
則

第
六
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
）

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
）

第
五
十
一
条
の
十
三

公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
者
に
対
し
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
を
交
付
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
放
置
車
両
の
確
認
等
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
に
関
し
て
行
う

講
習
を
受
け
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者

ロ

公
安
委
員
会
が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
放
置
車
両
の
確
認
等
に
関
し
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技

能
及
び
知
識
を
有
す
る
と
認
め
る
者

二

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

イ

十
八
歳
未
満
の
者

ロ

第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者

ハ

次
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
駐

車
監
視
員
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
返
納
の
日
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

２

公
安
委
員
会
は
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付

を
受
け
た
と
き
。

三

前
条
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
放
置
車
両
の
確
認
等
に
関

し
不
正
な
行
為
を
し
、
そ
の
情
状
が
駐
車
監
視
員
と
し
て
不
適
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
国
家
公
安
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

第
五
十
一
条
の
十
四

第
五
十
一
条
の
八
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
及
び
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
放
置
違
反
金
関
係
事
務
の
委
託
）

第
五
十
一
条
の
十
五

公
安
委
員
会
は
、
第
五
十
一
条
の
四
に
規
定
す
る

放
置
違
反
金
に
関
す
る
事
務
（
確
認
事
務
、
納
付
命
令
、
督
促
及
び
滞

納
処
分
を
除
く

）
の
全
部
又
は
一
部
を
会
社
そ
の
他
の
法
人
に

委
託

。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
か
ら
事
務
の
委
託
を
受
け
た
法
人

の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
当
該
事
務

に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
）

（

）

道
路
交
通
法
施
行
令

昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号

（

）

抄

（
登
録
の
有
効
期
間
）

、

第
十
七
条
の
七

法
第
五
十
一
条
の
八
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は

三
年
と
す
る
。

（
放
置
車
両
確
認
機
関
に
係
る
公
示
事
項
）

第
十
七
条
の
八

法
第
五
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項

、

。

は

放
置
車
両
確
認
機
関
が
確
認
事
務
を
行
う
区
域
及
び
期
間
と
す
る

確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
日

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）

（
委
託
の
方
法
）

第
一
条

道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
五
十
一
条
の
八
第
一

。

項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

の
条
項
を
含
む
委
託
契
約
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

一

委
託
に
係
る
確
認
事
務
の
内
容
に
関
す
る
事
項

二

委
託
に
係
る
確
認
事
務
を
行
う
区
域
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

三

委
託
契
約
の
期
間
及
び
そ
の
解
除
に
関
す
る
事
項

四

委
託
契
約
金
額

五

委
託
契
約
代
金
の
支
払
の
時
期
及
び
方
法

六

放
置
車
両
確
認
機
関
の
警
察
署
長
へ
の
報
告
に
関
す
る
事
項

七

そ
の
他
警
察
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
登
録
の
申
請
等
）

第
二
条

法
第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人

は
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
記
載
し

た
登
録
申
請
書
を
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と

い
う

）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

２

前
項
の
登
録
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に

準
ず
る
も
の

二

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
役
員
（
次
号
に

お
い
て
単
に
「
役
員
」
と
い
う

）
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
た
名

。

簿
三

役
員
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
外
国
人
登
録
原
票
の
写
し

役

（

員
が
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る

）

。

ロ

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
す
る
記
録
が
な
い
旨
の
登
記

事
項
証
明
書
（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
五
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書

を
い
う

）。

ハ

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し

な
い
旨
の
医
師
の
診
断
書

ニ

精
神
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
法
第
五
十
一
条

の
八
第
三
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
か
ど
う
か
の
別
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る

）
。
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四

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
法
人
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

五

法
第
五
十
一
条
の
八
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適

合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
一
条
の
八
第
六
項
の
登
録
の
更
新
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
三
条

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ハ
の
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る

行
為
と
す
る
。

一

爆
発
物
取
締
罰
則
（
明
治
十
七
年
太
政
官
布
告
第
三
十
二
号
）
第

一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
罪

二

商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
四
百
九
十
七
条
第

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
罪

三

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
九
十
五
条
、
第
九
十

六
条
の
二
、
第
九
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、

第
百
五
条
の
二
、
第
百
七
十
五
条
、
第
百
七
十
七
条
、
第
百
七
十
八

条
の
二
（
第
百
七
十
七
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ

、
第
百
七
十
九
条
（
第
百
七
十
七
条
及
び
第
百
七
十
八

。

）

条
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

、
第

。

）

百
八
十
一
条
第
二
項
（
第
百
七
十
七
条
及
び
第
百
七
十
九
条
に
係
る

部
分
に
限
る

）
若
し
く
は
第
三
項
（
第
百
七
十
八
条
の
二
及
び
第
百

。

七
十
九
条
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
百
八
十
五
条
か
ら
第
百
八
十

。

）

七
条
ま
で
、
第
百
九
十
九
条
、
第
二
百
一
条
、
第
二
百
三
条
（
第
百

九
十
九
条
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
二
百
四
条
、
第
二
百
五
条
、

。

）

第
二
百
八
条
、
第
二
百
八
条
の
三
、
第
二
百
二
十
条
か
ら
第
二
百
二

十
三
条
ま
で
、
第
二
百
二
十
五
条
、
第
二
百
二
十
五
条
の
二
、
第
二

百
二
十
七
条
第
一
項
（
第
二
百
二
十
五
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

）
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
二
百
二
十
八
条

。

（
第
二
百
二
十
五
条
、
第
二
百
二
十
五
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
二

百
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
四
項
前
段
に
係
る
部

分
に
限
る

、
第
二
百
二
十
八
条
の
三
、
第
二
百
三
十
四
条
、
第
二

。

）

百
三
十
五
条
の
二
か
ら
第
二
百
三
十
七
条
ま
で

第
二
百
四
十
条

第

、

（

二
百
三
十
六
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

、
第
二
百
四
十
一
条
（
第
二
百
三
十
六
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。

。

）

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

、
第
二
百
四
十
三
条
（
第
二
百
三
十

。

）

五
条
の
二
、
第
二
百
三
十
六
条
、
第
二
百
四
十
条
及
び
第
二
百
四
十

一
条
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
二
百
四
十
九
条
、
第
二
百
五
十
条

。

）

（
第
二
百
四
十
九
条
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
二
百
五
十
八
条

。

か
ら
第
二
百
六
十
一
条
ま
で
に
規
定
す
る
罪

（

）

四

暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律

大
正
十
五
年
法
律
第
六
十
号

に
規
定
す
る
罪

五

盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
年
法
律
第
九

号
）
第
二
条
（
刑
法
第
二
百
三
十
六
条
及
び
第
二
百
四
十
三
条
（
第

。

。

）

二
百
三
十
六
条
に
係
る
部
分
に
限
る

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
三
条
（
刑
法
第
二
百
三
十
六
条
及
び
第

。

）

二
百
四
十
三
条
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
四
条
（
刑
法
第
二
百

。

三
十
六
条
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

六

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
十
七
条

又
は
第
百
十
八
条
第
一
項
（
第
六
条
及
び
第
五
十
六
条
に
係
る
部
分

に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

七

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
六
十
三

条
、
第
六
十
四
条
第
一
号
、
第
一
号
の
二
（
第
三
十
条
第
一
項
、
第

三
十
二
条
の
六
第
二
項
（
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む

）
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

、

。

。

）

第
四
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
九
号
又
は
第
六
十
六
条
第
一
号
若
し

く
は
第
三
号
に
規
定
す
る
罪

八

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
十
条

（

、

、

第
一
項
又
は
第
二
項

第
三
十
四
条
第
一
項
第
四
号
の
二

第
五
号

第
七
号
及
び
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

九

証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
百
九
十
八

条
第
十
一
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
、
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十

八
号

第
百
九
十
八
条
の
三
の
二

第
百
九
十
八
条
の
五
第
一
号

第

、

、

（

二
十
八
条
の
二
（
第
六
十
五
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
除
く

、
第
六
十
六
条
の
三
、
第
八
十
二
条
、
第
百
六
条
の
十

。

）

一
、
第
百
五
十
五
条
の
二
、
第
百
五
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
第
百
五
十
六
条
の
二
十
四
第
二
項
及
び
第
三
項
に
係
る
部

分
に
限
る

、
第
二
百
条
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
八
号
（
第
百
六

。

）

条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
六
条
の
十
七
第
一
項
及
び

第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る

第
二
百
五
条
第
八
号

第
十
号

第

。

）

、

、

（

八
十
六
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
若
し
く
は
第
十
二
号
（
第

。

百
六
条
の
三
第
三
項
（
第
百
六
条
の
十
第
四
項
及
び
第
百
六
条
の
十

七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
係
る
部
分
に
限

。

る

、
第
二
百
五
条
の
二
第
一
号
（
第
三
十
条
第
一
項
（
第
六
十
五

。

）

条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く

）
及
び
第
六
十
六

。

条
の
六
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
二
号
（
第
三
十
一
条
第

。

）

二
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
若
し
く
は
第
八
号
又
は
第
二
百
六
条
第

。

二
号
（
第
百
四
十
九
条
第
二
項
前
段
及
び
第
百
五
十
五
条
の
七
に
係

る
部
分
に
限
る

、
第
十
号
（
第
百
五
十
六
条
の
十
三
に
係
る
部
分

。

）

に
限
る

）
若
し
く
は
第
十
二
号
（
第
百
五
十
六
条
の
二
十
八
第
三
項

。

に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

十

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号

第
四
十
九
条
第
三
項
第
四
号

第

）

（

二
十
二
条
第
一
号
（
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む

、
第
二
号
及
び
第
三
号
（
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

。

）

準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
七
号
、
第

。

。

）

八
号
、
第
九
号
（
第
二
十
八
条
第
十
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係

る
部
分
に
限
る

、
第
十
号
、
第
十
二
号
（
第
三
十
一
条
の
十
三
第

。

）

二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
十
三

。

号
に
規
定
す
る
罪

十
一

大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
二
十

四
条
、
第
二
十
四
条
の
二
、
第
二
十
四
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
六

又
は
第
二
十
四
条
の
七
に
規
定
す
る
罪

十
二

競
馬
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
三
十
条
第

三
号
又
は
第
三
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
罪

十
三

自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
八

条
第
二
号
又
は
第
二
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
罪

十
四

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
四
十
七
条
第
一

項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二

号
（
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む

）
に
係
る
部
分
に
限
る

）
若
し
く
は
第
三
号
に
規

。

。

定
す
る
罪

十
五

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
十
七
条

第
三
号
又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
罪

十
六

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
五

十
八
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
五
十
九
条
第
二
号
（
第
二

十
一
条
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
規
定

。

）

す
る
罪

十
七

小
型
自
動
車
競
走
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第

二
十
四
条
第
二
号
又
は
第
二
十
六
条
第
三
号
に
規
定
す
る
罪

十
八

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）

第
二
十
四
条
第
一
号
（
第
三
条
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る

。

罪
十
九

港
湾
運
送
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第

三
十
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

二
十

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
百
三
十
九
条
第
一
号
（
第
四
条
に
係
る
部

分
に
限
る

、
第
二
百
四
十
二
条
、
第
二
百
四
十
五
条
第
二
号
、
第

。

）

二
百
四
十
七
条
第
七
号
、
第
二
百
四
十
八
条
第
一
号
（
第
十
条
の
三
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第
二
項
及
び
第
百
九
十
一
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
二

。

）

号
若
し
く
は
第
十
七
号
又
は
第
二
百
四
十
九
条
第
四
号
に
規
定
す
る

罪
二
十
一

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
二
号
又
は
第
二
十
九
条
第
三
号
に
規
定
す

る
罪

（

）

二
十
二

覚
せ
い
剤
取
締
法

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号

、
、

第
四
十
一
条
、
第
四
十
一
条
の
二
、
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一

号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
二
項
（
同
条
第
一
項
第
一
号
、

第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る

）
若
し
く
は
第
三
項
（
同

。

条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
二
項
（
同
条
第

一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
係
る

。

部
分
に
限
る

、
第
四
十
一
条
の
四
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

。

）

で
、
第
二
項
（
同
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
係
る
部
分

に
限
る

）
若
し
く
は
第
三
項
（
同
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

。

で
及
び
第
二
項
（
同
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
係
る
部

分
に
限
る

）
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
四
十
一
条
の
六
、
第
四

。

。

）

十
一
条
の
七
、
第
四
十
一
条
の
九
か
ら
第
四
十
一
条
の
十
一
ま
で
又

は
第
四
十
一
条
の
十
三
に
規
定
す
る
罪

二
十
三

旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
二
十

三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

二
十
四

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三

百
十
九
号
）
第
七
十
四
条
か
ら
第
七
十
四
条
の
六
ま
で
又
は
第
七
十

四
条
の
八
に
規
定
す
る
罪

（

）

二
十
五

宅
地
建
物
取
引
業
法

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号

第
七
十
九
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
八
十
二
条
第
一
号
、
第

二
号
（
第
十
二
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
若
し
く
は
第
三
号

。

又
は
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
第
九
条
及
び
第
五
十
三
条
（
第

六
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
係
る

。

部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

二
十
六

酒
税
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
号
）
第
五
十
四
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
五
号
若

し
く
は
第
七
号
に
規
定
す
る
罪

二
十
七

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四

）

、

（

、

号

第
六
十
四
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で

第
六
十
六
条

小
分
け

譲
渡
し
、
譲
受
け
及
び
所
持
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
六
十
七

。

条
か
ら
第
六
十
八
条
の
二
ま
で
に
規
定
す
る
罪

二
十
八

武
器
等
製
造
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第

三
十
一
条
又
は
第
三
十
一
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規
定

す
る
罪

二
十
九

出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る

罪
三
十

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
条
、

第
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限

る

、
第
八
条
第
一
項
（
第
七
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）

。

）

。

又
は
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
罪

（

）

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら

第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し

く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一

条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、

第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し

く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

三
十
二

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年

法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第

八
号
若
し
く
は
第
九
号
若
し
く
は
第
二
項
（
同
条
第
一
項
第
九
号
に

係
る
部
分
に
限
る

、
第
二
十
六
条
第
三
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第

。

）

七
号
（
第
二
十
五
条
第
一
項
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第

。

三
十
条
第
二
号
（
第
七
条
の
二
第
三
項
（
第
十
四
条
の
二
第
三
項
及

び
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

、
第

。

）

九
条
第
三
項
（
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む

）
及
び
第
九
条
の
七
第
二
項
（
第
十
五
条
の
四
に
お
い
て

。

準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

。

三
十
三

外
国
証
券
業
者
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
五

号
）
第
四
十
五
条
第
一
号
、
第
四
十
七
条
第
一
号
、
第
五
十
条
第
一

号
又
は
第
五
十
一
条
第
一
号
（
第
十
二
条
第
一
項
（
第
十
三
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規

。

。

定
す
る
罪

三
十
四

火
炎
び
ん
の
使
用
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七

年
法
律
第
十
七
号
）
第
二
条
又
は
第
三
条
に
規
定
す
る
罪

三
十
五

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
六
十
一
条

に
規
定
す
る
罪

三
十
六

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第

三
十
二
号
）
第
四
十
七
条
第
二
号
、
第
四
十
七
条
の
二
、
第
四
十
八

条
第
五
号
又
は
第
四
十
九
条
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
か
ら
第
八
号

ま
で
に
規
定
す
る
罪

三
十
七

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者

の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十

）

（

。

）

八
号

第
五
十
九
条
第
一
号

第
四
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
四
号
（
第
二
十
一
条
第
一
項
に
係
る

部
分
に
限
る

、
第
六
十
条
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
号
若
し

。

）

く
は
第
二
号
（
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
一
項
に
係
る
部

分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

三
十
八

港
湾
労
働
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
四
十
八

条
第
一
号
又
は
第
五
十
一
条
第
二
号
（
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
及
び
第
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類
に
係

る
部
分
を
除
く

）
若
し
く
は
第
三
号
（
第
十
九
条
第
一
項
に
係
る
部

。

分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

三
十
九

国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長

す
る
行
為
等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等

の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
四
号
。
以
下
こ

の
号
及
び
第
十
三
条
の
二
第
十
四
号
に
お
い
て
「
麻
薬
特
例
法
」
と

い
う

）
第
三
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪

。

イ

麻
薬
特
例
法
第
五
条
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
行

為
に
係
る
罪

大
麻
取
締
法
第
二
十
四
条
又
は
第
二
十
四
条
の
二
に
規
定
す

（ ）1
る
罪
に
当
た
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

覚
せ
い
剤
取
締
法
第
四
十
一
条
又
は
第
四
十
一
条
の
二
に
規

、
、

（ ）2
定
す
る
罪
に
当
た
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
六
十
四
条
、
第
六
十
四
条
の

（ ）3
二
若
し
く
は
第
六
十
五
条
又
は
第
六
十
六
条
（
小
分
け
、
譲
渡

し
及
び
譲
受
け
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪
に
当
た

。

る
行
為
を
す
る
こ
と
。

ロ

麻
薬
特
例
法
第
六
条
又
は
第
七
条
に
規
定
す
る
罪

ハ

麻
薬
特
例
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪
に
係
る
罪

イ
又
は
ホ
に
掲
げ
る
罪

（ ）1

大
麻
取
締
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
罪

（ ）2

覚
せ
い
剤
取
締
法
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
罪

、
、

（ ）3

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
六
十
四
条
又
は
第
六
十
五
条

（ ）4
に
規
定
す
る
罪

ニ

麻
薬
特
例
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪
に
係
る
罪

イ
又
は
ホ
に
掲
げ
る
罪

（ ）1

大
麻
取
締
法
第
二
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
罪

（ ）2

覚
せ
い
剤
取
締
法
第
四
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
罪

、
、

（ ）3
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麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
六
十
四
条
の
二
又
は
第
六
十

（ ）4
六
条
に
規
定
す
る
罪

ホ

麻
薬
特
例
法
第
九
条
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪

に
係
る
罪

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
罪

（ ）1

大
麻
取
締
法
第
二
十
四
条
、
第
二
十
四
条
の
二
、
第
二
十
四

（ ）2
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
六
又
は
第
二
十
四
条
の
七
に
規
定
す

る
罪覚

せ
い
剤
取
締
法
第
四
十
一
条
、
第
四
十
一
条
の
二
、
第
四

、
、

（ ）3
十
一
条
の
六
、
第
四
十
一
条
の
九
又
は
第
四
十
一
条
の
十
一
に

規
定
す
る
罪

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
六
十
四
条
、
第
六
十
四
条
の

（ ）4
二
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
六
条
（
小
分
け
、
譲
渡
し
、
譲
受

け
及
び
所
持
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
六
十
七
条
か
ら
第

。

六
十
八
条
の
二
ま
で
に
規
定
す
る
罪

四
十

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第

五
十
二
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
五
条
第
一
号
又
は
第

五
十
六
条
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
に
規
定
す
る
罪

（

）

四
十
一

資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律

平
成
十
年
法
律
第
百
五
号

（

。

）

、

第
二
百
三
十
二
条
第
一
号

第
三
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

第
三
号
若
し
く
は
第
十
二
号

第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

こ

（

（

れ
ら
の
規
定
を
第
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

く

）
及
び
第
九
条
第
二
項
（
第
百
六
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

。
す
る
場
合
を
除
く

）
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
二
百
三
十
三

。

。

条
第
二
号
（
第
百
五
十
条
の
四
（
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
五
十
八
条
の

。

規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
部
分
を
除
く

）
に
規
定
す
る
罪

。

四
十
二

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
三
十
八
号
）
附
則
第

三
条
の
規
定
に
よ
り
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
五
編
に
規
定

す
る
罪
と
み
な
さ
れ
る
特
定
目
的
会
社
に
よ
る
特
定
資
産
の
流
動
化

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

九
十
七
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定

目
的
会
社
に
よ
る
特
定
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年

法
律
第
百
五
号
）
第
百
六
十
五
条
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
（
第
三

条
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
百
六
十
七
条
第
一
号
（
第
四
条
第
一

。

）

項
及
び
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
百
六
十
九
条
第
一
号

。

（
第
九
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

四
十
三

債
権
管
理
回
収
業
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
年
法
律

第
百
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
三
十

、

、

四
条
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
第
三
十
五
条
第
一
号

第
二
号

第
五
号
、
第
六
号
若
し
く
は
第
八
号
に
規
定
す
る
罪

四
十
四

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
五

条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
規
定
す
る
罪

四
十
五

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「

」

。

）

、

組
織
的
犯
罪
処
罰
法

と
い
う

第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち

次
に
掲
げ
る
罪

イ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、

同
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
、
第
十
号
又
は
第
十
一

号
に
規
定
す
る
罪
に
当
た
る
行
為
に
係
る
罪

ロ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、

同
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
、
第
十
号
又
は

第
十
一
号
に
規
定
す
る
罪
に
係
る
罪

ハ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
四
条
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
組
織
的

犯
罪
処
罰
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
、
第
五
号
、
第
六
号
（
刑
法

第
二
百
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
又
は
第
十

。

号
に
規
定
す
る
罪
に
係
る
罪

ニ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
、
第
七
条
又
は
第
九
条
か
ら
第
十

一
条
ま
で
に
規
定
す
る
罪

（

）

四
十
六

著
作
権
等
管
理
事
業
法

平
成
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号

第
二
十
九
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
第
三
十
二
条
第
一
号
に

規
定
す
る
罪

四
十
七

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
百
三
十
八
条
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又

は
第
百
四
十
条
第
二
号
（
第
六
十
三
条
第
一
項
及
び
第
七
十
一
条
第

一
項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
に
規
定
す
る
罪

。

四
十
八

信
託
業
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
百
十
一

条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
、
第
六
号
、
第
八
号
若
し
く

は
第
九
号
、
第
百
十
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
一

号
ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
六
号
若
し
く
は
第

三
十
一
号
、
第
百
十
四
条
第
五
号
、
第
百
十
五
条
第
二
号
又
は
第
百

十
六
条
第
一
号
、
第
三
号
、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
七
十
一
条
第
一

項
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
十
号
、
第
十
二
号
（
第
九
十
条
第
一

。

）

項
に
係
る
部
分
に
限
る

）
若
し
く
は
第
十
四
号
に
規
定
す
る
罪

。

（
心
身
の
障
害
に
よ
り
事
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
四
条

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ヘ
の
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
者
は
、
精
神
機
能
の
障
害
に
よ
り
確
認
事
務
を
適
正
に
行

う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
駐
車
監
視
員
の
着
用
す
る
記
章
の
制
式
）

第
五
条

法
第
五
十
一
条
の
十
二
第
四
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
記
章
の
制
式
は
、
別
図
の
と
お
り
と
す
る
。

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
公
示
）

第
六
条

公
安
委
員
会
は
、
法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
イ
に

規
定
す
る
講
習
（
以
下
「
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
」
と
い
う

）
を
行

。

お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
期
日
の
三
十

日
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
期
日
及
び
場
所

二

受
講
手
続
に
関
す
る
事
項

三

そ
の
他
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
受
講
の
申
込
み
）

第
七
条

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
受
講
申
込
書
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

本
籍
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
国
籍
。
以
下
同
じ

、
住
所
、
氏

。

）

名
及
び
生
年
月
日

二

受
講
を
希
望
す
る
年
月
日

２

前
項
の
受
講
申
込
書
に
は
、
受
講
の
申
込
み
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
写
真
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
講
習
事
項
等
）

第
八
条

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

一

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
は
、
道
路
の
交
通
に
関
す
る
法
令
の
知

識
そ
の
他
放
置
車
両
の
確
認
及
び
標
章
の
取
付
け
を
適
正
に
行
う
た

め
必
要
な
技
能
及
び
知
識
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

、

、

二

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
は

あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し

こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、

教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
に
お
い
て
は
、
筆
記
に
よ
る
修
了
考
査

を
行
う
こ
と
。

四

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
講
習
時
間
は
、
十
五
時
間
と
す
る
こ



- 7 -

と
。

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
証
明
書
）

第
九
条

公
安
委
員
会
は
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
課
程
を
修
了
し

た
者
に
対
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
証

明
書
（
以
下
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う

）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

。、

、

２

修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は

当
該
修
了
証
明
書
を
亡
失
し

又
は
当
該
修
了
証
明
書
が
滅
失
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
再
交
付
申
請
書
を
当
該
修
了
証
明
書
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会

に
提
出
し
て
、
そ
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

本
籍
、
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

二

修
了
証
明
書
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

三

再
交
付
を
申
請
す
る
事
由

（
法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員

会
の
認
定
）

第
十
条

法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
公
安

委
員
会
が
放
置
車
両
の
確
認
等
に
関
し
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
課

程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
技
能
及
び
知
識
を
有
す
る
と
認
め
る

者
と
し
て
認
定
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
認
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
技
能
及
び
知
識
を
審
査
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

一

道
路
交
通
関
係
法
令
の
規
定
の
違
反
の
取
締
り
に
関
す
る
事
務
に

従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
者

二

確
認
事
務
に
お
け
る
管
理
的
又
は
監
督
的
地
位
に
あ
っ
た
期
間
が

通
算
し
て
五
年
以
上
で
あ
る
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
経
歴
を
有
す
る
者

２

前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
籍
、
住
所
、
氏
名
及
び

生
年
月
日
を
記
載
し
た
認
定
申
請
書
を
公
安
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
認
定
申
請
書
に
は
、
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
し
た
と
き
は
、
そ
の

者
に
対
し
、
別
記
様
式
第
二
号
の
認
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
書
の
交
付
を
受
け
た
者
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
の
申
請
）

第
十
一
条

法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
駐
車
監
視
員

資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
籍
、
住
所
、
氏
名
及

び
生
年
月
日
を
記
載
し
た
交
付
申
請
書
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
交
付
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
写
真
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

修
了
証
明
書
又
は
前
条
第
四
項
の
認
定
書

二

第
二
条
第
二
項
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

三

法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

四

申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背

景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記

入
し
た
も
の
（
第
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
「
資
格
者
証
用
写
真
」

と
い
う

）
二
葉

。

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
様
式
）

第
十
二
条

法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
の
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の

様
式
は
、
別
記
様
式
第
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
書
換
え
交
付
及
び
再
交
付
）

第
十
三
条

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
駐
車

監
視
員
資
格
者
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
書
換
え
交
付
申
請
書
及
び
当
該
駐
車
監
視
員
資
格

者
証
を
、
当
該
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会
に
提

出
し
て
、
そ
の
書
換
え
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
公
安
委
員
会
は
、
当
該
書
換
え
交
付
に
係
る
駐
車

監
視
員
資
格
者
証
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
を
確
認
す
る
に

足
り
る
資
料
の
提
示
又
は
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

本
籍
、
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

二

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

三

書
換
え
交
付
を
申
請
す
る
事
由

２

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
駐
車
監
視
員

資
格
者
証
を
亡
失
し
、
又
は
当
該
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
が
滅
失
し
た

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
再
交
付
申
請
書
を
、
当
該
駐

車
監
視
員
資
格
者
証
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会
に
提
出
し
て
、
そ
の
再

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

本
籍
、
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

二

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

三

再
交
付
を
申
請
す
る
事
由

３

第
一
項
の
書
換
え
交
付
申
請
書
及
び
前
項
の
再
交
付
申
請
書
に
は
、

資
格
者
証
用
写
真
二
葉
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
返
納
の
命
令
等
）

第
十
四
条

法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
駐
車
監
視
員

資
格
者
証
の
返
納
の
命
令
は
、
理
由
を
付
し
た
返
納
命
令
書
を
交
付
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
返
納
命
令
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
交

付
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
当
該
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
を
当
該
返
納

命
令
書
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年

法
律
第
九
十
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
八
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

二
十
五
号
）

こ
の
規
則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
、
第
四
条
、
第
七
条
、
第
十
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
六

条
の
改
正
規
定

こ
の
規
則
の
公
布
の
日

二

第
二
条
、
第
五
条
、
第
八
条
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
及
び
第
十

（

）

七
条
の
改
正
規
定

信
託
業
法

平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
四
号

の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
日
）

三

第
三
条
、
第
六
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十

八
条
の
改
正
規
定

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六

年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
一
月
一
日
）

別
図
・
別
記
様
式
（
略
）


